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令和７ 年度採用　 中学校　 数学

教科（ 科目） 受験番号

数学

１ 　 次の（ １ ） ～（ １ ０ ） の問いに答えよ 。

（ １ ）　 △ A BC において， A B = 4， BC= 6， CA = 5 である と き ， △ A BC の外接円の半径

の長さ を ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ １ 。

①　
7

16
　 　 　 ②　

4 7
7

　 　 　 ③　
20 7

21
　 　 　 ④　

8 7
7

　 　 　 ⑤　
8 7

3

（ ２ ）　 赤球， 青球， 白球がそれぞれ３ 個ずつ計９ 個あ る 。 こ の球を ３ 個ずつに分け， ３

つの組を つく る と き ， ３ つの組と も 赤球１ 個， 青球１ 個， 白球１ 個の組になっ てい

る 確率を ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ２ 。

①　
1

280　 　 　 ②　
3

140　 　 　 ③　
9
70 　 　 　 ④　

27
140　 　 　 ⑤　

27
70

（ ３ ）　 整式 P（ x）を x2－4 x＋3 で割る と 余り は－3 x＋1， x2－4 で割る と 余り は x＋4 で

ある 。 P（ x）を x2－x－6 で割ったと き の余り を ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解

答番号は１ ３ 。

①　 －4 x－4　 　 ②　 －4 x－2　 　 ③　 －4 x 　 　 ④　 －2 x－4　 　 ⑤　 －2 x－2
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（ ４ ）　 x＝2－ 3 のと き ， x4
－3x3

－6x2
＋11x＋1 の値を， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。

解答番号は１ ４ 。

①　 －2 3 －2　 　 　 ②　 －2 3 －1　 　 　 ③　 2 3

④　 2 3 ＋1　 　 　 　 ⑤　 2 3 ＋2

（ ５ ）　 座標平面上に点 A（ １ ，２ ）， B（ ５ ，４ ）， C（ ２ ，７ ） があり ， 放物線 y= x2 ＋ ax＋ b

は点 Aを通り ， 線分 BC と 点 D で交わっている 。（ △ ABD の面積）：（ △ ADC の面積）

= １ :２ である と き ， 定数 a， bの値の組合せを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解

答番号は１ ５ 。

C（ ２ ,７ ）

B（ ５ ,４ ）

D

O

A（ １ ,２ ）

x

y

①　 a = －５ ， b = ６ 　 　 　 ②　 a = －４ ， b = ５ 　 　 　 ③　 a = －３ ， b = ４

④　 a = －２ ， b = ３ 　 　 　 ⑤　 a = －１ ， b = ２

著作権保護の観点により、
掲載いたしません。
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（ ６ ）　 原点を 通る ２ つの直線が， 点 A ， B で円 x2
－12x＋y2

－4y＋30＝0 に接し ている 。

こ のと き ２ 本の直線と 円で囲ま れた部分の面積を ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。

ただし ， 円の内部の面積は含めない。 解答番号は１ ６ 。

①　 10 3 －
20
3

π　 　 　 ②　 10 3 －
10
3

π　 　 　 ③　 20 3 －
20
3

π

④　 20 3 －
10
3

π　 　 　 ⑤　 20 3 －
5
3

π

（ ７ ）　 Ａ（ －１ , ３ , －２ ）， Ｂ（ １ , ２ , ２ ）， Ｃ（ ０ , １ , １ ） に対し て， A
→

B と A
→

C の両方

に垂直なベク ト ルを， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は１ ７ 。

①　（ －３ , ２ , ５ ）　 　 　 　 ②　（ －２ , －３ , ５ ）　 　 　 ③　（ １ , －２ , －１ ）

④　（ －３ , ５ , －２ ）　 　 　 ⑤　（ ５ , －２ , －３ ）

（ ８ ）　 複素数平面上の異なる ３ 点Ｏ（ 0）， Ａ（ α）， Ｂ（ β） に対し て， α2－ 2αβ＋ 4β2 ＝ 0

が成り 立っ ている と き ， ∠ A OB の大き さ を， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答

番号は１ ８ 。

①　
1
6

π　 　 　 ②　
1
4

π　 　 　 ③　
1
3

π　 　 　 ④　
2
3

π　 　 　 ⑤　
5
6

π
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（ ９ ）　 確率変数 X は， 1， 2， 3， 4， 5， 6 のいずれか１ つの値を と る 。 X＝ 1 である 確率

を x， X＝ 2 である 確率を yと する と ， Xの確率分布は下の表のよ う になっ た。 Xの

期待値が４ であ る と き ， Xの分散を ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は

１ ９ 。

X 1 2 3 4 5 6 計

確率 x y 2x y 4 x＋y 2x １

①　
19
9

　 　 　 ②　
127
9

　 　 　 ③　
55
3

　 　 　 ④　
73
3

　 　 　 ⑤　
91
3

（ １ ０ ）　 関数 f（ x）＝ e xsin x の n 次導関数を f（ n）（ x）と する と き ， f（ 5）（ 0）の値を， 次の①～

⑤の中から 一つ選べ。 ただし ， e は自然対数の底である 。 解答番号は２ ０ 。

①　 － 5　 　 　 ②　 － 4　 　 　 ③　 － 3　 　 　 ④　 － 2　 　 　 ⑤　 － 1
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２ 　 正三角形 A BC があ り ， 点 P は次の規則［ 1］ ～［ 4］ に従っ て 正三角形の頂点

を移動する 。

［ 1］ はじ めに P は頂点 A にいる 。

［ 2］ サイ コ ロ を投げて１ の目が出たと き ， P は時計回り に隣の頂点に移動する 。

［ 3］ サイ コ ロ を投げて２ の目が出たと き ， P は反時計回り に隣の頂点に移動する 。

［ 4］ サイ コ ロ を投げて１ ，２ 以外の目が出たと き ， P は移動し ない。

サイ コ ロ を n 回投げた後， P が A にいる 確率を Pn と する 。 ただし ， サイ コ ロ は

１ ～６ のど の目も 出る のが同様に確から し いサイ コ ロ と する 。

こ のと き ， 次の（ １ ），（ ２ ） の問いに答えよ 。

（ １ ） P3 の値を ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ １ 。

①　
2
9

　 　 ②　
11
36

　 　 ③　
13
36

　 　 ④　
5
12

　 　 ⑤　
17
36

（ ２ ） Pn を n の式で表し たも のを ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ２ 。

①　（
2
3 ）

n
②　 －（

1
2 ）

n
＋

2
3

③　（
1
4 ）

n
＋

1
3

④　
1
3

・（
1
4 ）

n
＋

1
3

⑤　
2
3

・（
1
2 ）

n
＋

1
3
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３ 　 定義域を 0 ≦θ＜ 2 πと する θに関する 関数 f（ θ）＝cos2θ＋ 2sinθ＋ 4 につい

て， 次の（ １ ），（ ２ ） の問いに答えよ 。

（ １ ）　 関数 f（ θ）の最大値を ， 次の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ３ 。

①　 1　 　 　 ②　 3　 　 　 ③　
9
2

　 　 　 ④　 5　 　 　 ⑤　
11
2

（ ２ ）　 f（ θ）＝a を 満たす異なる θの値が２ つ存在する と き， 定数 a の値の範囲を， 次の

①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は２ ４ 。

①　 1 ＜ a ＜ 5　 　 　 　 　 ②　 1 ＜ a ≦
11
2

　 　 　 ③　 1 ＜ a ＜ 5， a＝
11
2

④　 a＝1， 5 ＜ a ≦
11
2

　 　 ⑤　 5 ≦ a ≦
11
2
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４ 　 a， bを 定数と する 。 直線ℓ ： y＝－4x＋ 8 と ， 関数 f（ x）＝ ax＋
b
x － 2log xの

グラ フ が点（ １ , ４ ） において接する と き ， 次の（ １ ） ～（ ３ ） の問いに答えよ 。

なお， それぞれの に該当する 数字を ， 解答番号２ ５ ～３ ２ の解答欄に書

く こ と 。 ただし ， log xは自然対数である 。 ま た， 分数の形で答える 場合は， 既約

分数（ それ以上約分でき ない分数） の形で答える こ と 。

（ １ ）　 a， bの値は， a＝ ２ ５ ， b＝ ２ ６ である 。 解答番号は２ ５ ，２ ６ 。

（ ２ ）　 関数 y＝ f（ x） の極小値は， ２ ７ － ２ ８ log ２ ９ であ る 。 解答番号は

２ ７ ～２ ９ 。

（ ３ ）　 直線ℓ と x軸と の交点を P と する と き ， P を 通り y軸に平行な直線と ， 直線ℓ お

よ び関数 y＝ f（ x） で囲ま れた部分の面積は，
３ ０

３ １
－ log ３ ２ であ る 。 解答

番号は３ ０ ～３ ２ 。
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５ 　 次の（ １ ） ～（ ３ ） の問いに答えよ 。

（ １ ）　 次の文章は，「 中学校学習指導要領（ 平成２ ９ 年告示） 解説　 数学編（ 平成２ ９ 年

７ 月　 文部科学省）　 第１ 章　 総説　 ２ 　 数学科改訂の趣旨及び要点　（ ２ ） 数学科

の目標の改善　 ③数学的活動の一層の充実」 の記載内容の一部である。 Ａ ～

Ｅ に当てはま る 語句の組合せと し て最も 適切なも のを， 次の①～⑤の中から

一つ選べ。 解答番号は３ ３ 。

　 算数科・ 数学科においては， 中央教育審議会答申に示さ れた「 事象を 数理的に捉え，

数学の問題を見いだし ， 問題を 自立的， 協働的に解決し ， 解決過程を振り 返っ て概念を

形成し た り 体系化し た り する 過程」 と いっ た 数学的に 問題発見・ 解決する 過程を

Ａ に反映さ せる こ と が重要である 。 生徒が， 目的意識を も っ て事象を 数学化し ，

自ら 問題を 設定し ， その解決のために新し い概念や原理・ 法則を見いだすこ と で， 概念

や原理・ 法則に支えら れた知識及び技能を習得し たり ， 思考力， 判断力， 表現力等を身

に付けたり ， 統合的・ 発展的に考えて Ｂ を実現し たり する こ と が可能と なる 。 さ

ら には， 数学を既成のも のと みなし たり ， 固定的で確定的なも のと みなし たり せず， 数

学に Ｃ に取り 組も う と する 態度を 養う こ と も 期待さ れる 。

　 そこ で， 今回の改訂では， 主と し て日常生活や社会の事象に関わる 過程と ， 数学の事

象に関わる 過程の二つの問題発見・ 解決の過程を重視し た。 ま た， こ れら の各場面にお

いて Ｄ を充実し ， それぞれの過程を振り 返り ， E する こ と と し た。

①　 Ａ 　 日常生活　 　 　 Ｂ 　 深い学び　 　 　 　 　 Ｃ 　 積極的　 　 　 Ｄ 　 数学的活動

　 　 Ｅ 　 分析・ 考察

②　 Ａ 　 学習過程　 　 　 Ｂ 　 深い学び　 　 　 　 　 Ｃ 　 創造的　 　 　 Ｄ 　 言語活動

　 　 Ｅ 　 評価・ 改善

③　 Ａ 　 学習過程　 　 　 Ｂ 　 深い学び　 　 　 　 　 Ｃ 　 積極的　 　 　 Ｄ 　 言語活動

　 　 Ｅ 　 分析・ 考察

④　 Ａ 　 日常生活　 　 　 Ｂ 　 主体的な学び　 　 　 Ｃ 　 創造的　 　 　 Ｄ 　 数学的活動

　 　 Ｅ 　 分析・ 考察

⑤　 Ａ 　 学習過程　 　 　 Ｂ 　 主体的な学び　 　 　 Ｃ 　 創造的　 　 　 Ｄ 　 数学的活動

　 　 Ｅ 　 評価・ 改善
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（ ２ ）　「 中学校学習指導要領（ 平成２ ９ 年告示） 解説　 数学編（ 平成２ ９ 年７ 月　 文部科

学省）　 第３ 章　 各学年の目標及び内容　 第２ 節　 第２ 学年の目標及び内容　 ２ 　

第２ 学年の内容　 D　 データ の活用」 に示さ れている 内容と し て正し いも のの組合

せを， 次の①～⑦の中から 一つ選べ。 解答番号は３ ４ 。

（ ア） コ ン ピ ュ ータ など の情報手段を 用いる など し て無作為に標本を取り 出し ， 整理す

る こ と 。

（ イ ） ヒ ス ト グラ ムや相対度数など の必要性と 意味を理解する こ と 。

（ ウ ） コ ン ピ ュ ータ など の情報手段を 用いる など し てデータ を 整理し 箱ひげ図で表すこ

と 。

（ エ） 標本調査の必要性と 意味を理解する こ と 。

（ オ） 簡単な場合について標本調査を 行い， 母集団の傾向を推定し 判断する こ と 。

（ カ ） 四分位範囲や箱ひげ図を 用いてデータ の分布の傾向を 比較し て読み取り ， 批判的

に考察し 判断する こ と 。

（ キ） コ ン ピ ュ ータ など の情報手段を 用いる など し てデータ を 表やグラ フ に整理する こ

と 。

（ ク ） 目的に応じ てデータ を 収集し て分析し ， そのデータ の分布の傾向を 読み取り ， 批

判的に考察し 判断する こ と 。

（ ケ） 四分位範囲や箱ひげ図の必要性と 意味を理解する こ と 。

（ コ ） 標本調査の方法や結果を 批判的に考察し 表現する こ と 。

①　（ ア），（ イ ），（ ク ）

②　（ ア），（ エ），（ ク ）

③　（ イ ），（ エ），（ キ）

④　（ ウ ），（ カ），（ ケ）

⑤　（ ウ ），（ オ），（ コ ）

⑥　（ オ），（ カ），（ キ）

⑦　（ カ），（ ケ），（ コ ）
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（ ３ ）　「 中学校学習指導要領（ 平成２ ９ 年告示） 解説　 数学編（ 平成２ ９ 年７ 月　 文部科

学省）　 第４ 章　 指導計画の作成と 内容の取扱い　 ２ 　 内容の取扱いについての配

慮事項　（ １ ） 考え を 表現し 伝え 合う な ど の学習活動」 の記載内容の一部であ る 。

文中の Ａ ～ E に当てはま る 語句の組合せと し て最も 適切なも のを ， 次

の①～⑤の中から 一つ選べ。 解答番号は３ ５ 。

　 中学校数学科においては， 生徒が既習の数学を 活用し て考えたり 判断し たり する こ と

を よ り よ く 行う こ と ができ る よ う ， 言葉や数， 式， 図， 表， グラ フ など の数学的な表現

を 用いて， Ａ に考察し 表現し たり ， その過程を 振り 返って考えを 深めたり する 学

習活動を 充実さ せる 。 そ の 際， 数学的な 表現を 適切に 用い る こ と が で き る よ う ，

Ｂ な事象を数学的に表現し たり ， 処理し たり する 技能を高める 学習活動の充実を

図る こ と が考え ら れる 。 ま た， 数学的な Ｃ を 的確に進める こ と ができ る よ う ，

Ｄ の過程や判断の根拠など を数学的な表現を 用いて簡潔・ 明瞭・ 的確に表現し て

説明し たり ， 数学的に表現さ れたも のについて話し 合っ て解釈し たり する 学習活動の充

実を 図る こ と も 考えら れる 。

　 こ のよ う に問題解決の結果や過程， 見いだし た数や図形の性質など について説明し 伝

え合う 機会を設け， お互いの考えを よ り よ いも のに改めたり ， 一人では気付く こ と ので

き なかっ たこ と を 見いだし たり する 機会を 設ける こ と に配慮する 。 こ う し た学習を通し

て， 数学的に表現し たり ， それを E し たり する こ と のよ さ を実感でき る よ う する

こ と に配慮する 。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

① 論理的 具体的 推論 思考 解釈

② 論理的 抽象的 考察 思考 検討

③ 論理的 具体的 推論 解決 検討

④ 数理的 抽象的 推論 思考 解釈

⑤ 数理的 抽象的 考察 解決 検討


